
池田　昌広

京都産業大学論集 人文科学系列　第 55 号　令和 4年 3月

（ 1 ）288

要　
　

旨

平
基
親
（
一
一
五
一
〜
？
）
は
平
安
末
鎌
倉
初
の
官
人
で
あ
る
。
か
れ
の
著

作
に
『
往
生
要
集
外
典
抄
』
が
あ
る
。
源
信
『
往
生
要
集
』
の
漢
籍
に
典
拠
す

る
語
句
に
つ
い
て
、そ
の
用
例
を
博
捜
し
た
注
釈
書
で
あ
る
。
基
親
の
引
用
漢

籍
は
比
較
的
多
彩
だ
が
、
最
も
多
く
引
用
し
て
い
る
の
は
『
文
選
』
で
あ
る
。

し
か
も
基
親
は
『
文
選
』
の
注
文
か
ら
諸
典
籍
を
孫
引
き
し
て
い
る
。
附
注
本

『
文
選
』
の
こ
の
よ
う
な
利
用
法
は
、
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
お
け
る
文

選
学
の
一
斑
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
直
接
の
出
典
が
不
明
な

条
が
な
お
多
く
あ
り
、わ
た
し
は
基
親
が
『
文
選
集
注
』
を
利
用
し
た
可
能
性

を
提
起
し
た
。
ま
た
稀
覯
の
『
修
文
殿
御
覧
』
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

撰
述
に
あ
た
り
仁
和
寺
の
守
覚
法
親
王
の
蔵
書
を
利
用
し
た
蓋
然
性
が
高

い
。
な
お
『
往
生
要
集
外
典
抄
』
の
研
究
は
専
論
が
過
去
に
一
本
あ
っ
た
の
み

で
、
本
論
文
は
同
書
の
数
少
な
い
基
礎
的
研
究
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：  

平
基
親
、
往
生
要
集
外
典
抄
、
文
選
、
修
文
殿
御
覧
、
守
覚
法

親
王

は
じ
め
に

平
基
親
『
往
生
要
集
外
典
抄
』（
以
下
、『
外
典
抄
』）
一
巻
は
、
源
信
『
往
生

要
集
』
の
注
釈
書
で
あ
る
。『
往
生
要
集
』
か
ら
都
合
二
十
九
条
の
語
句
な
い
し

文
章
を
選
ん
で
、こ
れ
ら
の
用
例
を
漢
籍
中
に
捜
索
し
転
載
し
て
い
る
。
成
書
の

時
期
は
未
詳
だ
が
、
早
年
の
作
と
は
思
え
ず
、
西
暦
一
二
〇
〇
年
前
後
の
著
述
と

考
え
ら
れ
る
。
ひ
さ
し
く
散
佚
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
一
九
六
八
年
、名
古

屋
の
真
福
寺
に
て
文
暦
二
年
（
一
二
三
五
）
鈔
本
が
発
見
さ
れ
た
。
い
ま
佐
藤
哲

英
『
叡
山
浄
土
教
の
研
究
』（
百
華
苑
、一
九
八
九
年
再
版
。
一
九
七
九
年
初
版
）

の
資
料
編
に
、同
鈔
本
の
影
印
と
書
き
下
し
文
と
が
収
録
さ
れ
容
易
に
見
る
こ
と

が
で
き
る
（
解
題
執
筆
は
西
村
冏
紹
）。

撰
者
の
平
基
親
（
一
一
五
一
〜
？
）
は
平
安
末
鎌
倉
初
の
官
人
。
文
治
六
年

（
一
一
九
〇
）
に
四
十
歳
で
従
三
位
行
兵
部
卿
に
の
ぼ
り
公
卿
に
列
し
た
が
、
建

永
元
年
（
一
二
〇
六
）、
五
十
六
歳
で
出
家
し
法
然
に
師
事
し
た
。
法
然
の
信
頼

（
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は
厚
か
っ
た
よ
う
で
、法
然
入
滅
の
年

―
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
に
成
っ
た

『
選
択
本
願
念
仏
集
』の
初
の
印
刷
本
に
は
序
文
を
草
し
て
い
る
。ま
た
守
覚
法
親

王
（
一
一
五
〇
〜
一
二
〇
二
）
に
親
近
し
、『
官
職
秘
抄
』
二
巻
な
ど
を
献
じ
た
。

守
覚
は
後
白
河
院
の
次
子
に
し
て
、仁
和
寺
第
六
代
御
室
を
つ
と
め
た
貴
人
で
あ

る
。
基
親
は
そ
の
サ
ロ
ン
の
一
員
で
あ
っ
た
ら
し
く
、こ
の
こ
と
は
基
親
の
著
述

を
論
じ
る
さ
い
に
留
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。守
覚
サ
ロ
ン
の
こ
と
は
後
段

で
再
説
す
る
は
ず
で
あ
る
。

基
親
の
家
は
記
録
家
と
し
て
多
く
の
典
籍
を
所
蔵
し
、か
れ
自
身
も
有
職
故
実

の
専
家
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
反
映
だ
ろ
う
か
、『
外
典
抄
』
に
は
二
十
六
種
の

漢
籍
が
引
か
れ
て
い
る
。そ
う
分
厚
く
な
い
著
作
に
し
て
は
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

富
む
。わ
た
し
は
鎌
倉
初
期
の
学
問
動
向
を
知
る
べ
く
該
書
の
出
典
調
査
を
お
こ

な
っ
た
。
小
論
は
そ
の
う
ち
、『
文
選
』
に
典
拠
す
る
も
の
を
中
心
に
取
り
あ
げ
、

論
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。『
文
選
』
は
基
親
の
引
く
と
こ
ろ
、
最
多
の
引

用
を
か
ぞ
え
る
。『
外
典
抄
』
に
つ
い
て
は
、
山
崎
誠
「
平
基
親
撰
「
往
生
要
集

外
典
鈔
」
考
」（
前
掲
）
が
い
ま
唯
一
の
専
論
と
思
し
い
。
小
論
は
山
崎
論
文
に

つ
ぐ
、『
外
典
抄
』
の
基
礎
的
研
究
と
い
う
位
置
づ
け
が
で
き
よ
う
。

上
掲
の
佐
藤
著
書
資
料
編
所
収
の
『
外
典
抄
』
書
き
下
し
文
に
は
、通
し
番
号

が
振
ら
れ
て
い
る
。
小
論
も
こ
れ
に
し
た
が
い
、『
外
典
抄
』
条
文
の
指
示
に
は

①
か
ら
㉙
の
通
番
を
も
ち
い
る
。『
文
選
』
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
朝
鮮
王
朝
の
宣

徳
三
年
（
一
四
二
八
）
刊
六
家
注
本
を
底
本
に
諸
本
に
よ
り
校
勘
し
た
、兪
紹
初

ほ
か
点
校
『
新
校
訂
六
家
注
文
選
』（
全
六
冊
、
鄭
州
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
四

〜
二
〇
一
五
年
）
を
基
本
的
に
も
ち
い
た
。『
文
選
』
の
巻
第
の
指
示
は
六
十
巻

本
の
配
巻
に
し
た
が
う
。

一　
『
文
選
』
の
利
用

考
証
を
は
じ
め
よ
う
。
基
親
は
『
文
選
』
の
正
文
お
よ
び
注
文
を
引
用
し
て
い

る
。
挙
名
し
て
い
る
こ
と
が
大
半
だ
が
、そ
う
で
な
い
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
ら
を

数
え
あ
げ
れ
ば
、①
⑥
⑦
⑪
⑰
⑲
㉓
㉖
の
都
合
八
条
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

に
い
ち
お
う
の
整
理
分
類
を
ほ
ど
こ
せ
ば
以
下
の
と
お
り
。

『
文
選
』
の
正
文
の
み
引
用
す
る
も
の
：
①
㉖

『
文
選
』
の
正
文
お
よ
び
李
善
注
を
引
用
す
る
も
の
：
⑲

『
文
選
』
の
李
善
注
を
引
用
す
る
も
の
：
⑥
⑦

『
文
選
』
の
李
善
注
お
よ
び
五
臣
注
を
引
用
す
る
も
の
：
⑰

『
文
選
』
の
正
文
お
よ
び
李
善
以
前
の
注
（
王
逸
注
）
を
併
引
す
る
も
の
：
㉓

『
文
選
』
か
ら
の
引
文
と
誤
記
す
る
も
の
：
⑪

興
味
ぶ
か
い
の
は
基
親
が
李
善
注
の
み
な
ら
ず
五
臣
注
を
も
利
用
し
て
い
る

点
で
あ
る
。
こ
れ
は
基
親
の
手
に
し
た
『
文
選
』
の
テ
キ
ス
ト
が
何
で
あ
っ
た
か

と
い
う
問
題
に
か
か
わ
る
が
（
後
述
）、
ま
ず
は
基
親
の
『
文
選
』
注
利
用
の
具

体
例
を
見
よ
う
。

『
外
典
抄
』
に
「
李
善
」
の
名
は
ま
っ
た
く
見
え
な
い
。
し
か
し
基
親
が
『
文

選
』
の
李
善
注
か
ら
引
文
し
て
い
る
の
は
明
白
だ
。
ま
ず
⑲
「
波
斯
匿
王
妹
、出

家
作
比
丘
、
年
在
西
垂
」
へ
の
基
親
注
を
引
く
。

文
選
曹
子
建
詩
云
、
年
在
桑
楡
間
、
影
響
不
能
追
。
亦
劉
休
玄
詩
云
、
願
垂

薄
暮
景
、
照
妾
桑
楡
時
。
注
云
、
在
桑
楡
、
以
喩
人
之
将
老
。

年
老
い
た
こ
と
を
表
す
「
年
在
西
垂
」
に
つ
い
て
、基
親
は
『
文
選
』
の
詩
句
を

も
っ
て
引
証
す
る
。
す
な
わ
ち
曹
植
「
贈
白
馬
王
彪
」（『
文
選
』
巻
二
十
四
）
と

（
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劉
鑠
「
擬
古
」（『
文
選
』
巻
三
十
一
）
と
で
あ
る
。「
在
桑
楡
、以
喩
人
之
将
老
」

は
、
李
善
が
両
詩
に
く
わ
え
た
注
文
だ
か
ら
、
基
親
が
李
善
注
に
よ
っ
た
こ
と
は

疑
い
な
い
。「
注
云
」
と
あ
る
か
ら
分
か
り
や
す
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
見
し

て
『
文
選
』
と
関
わ
り
な
さ
そ
う
な
引
用
で
も
、基
親
は
李
善
注
を
手
に
し
て
い

る
。基

親
は
、
⑥
「
眠
不
安
席
、
食
不
甘
哺
」
に
注
し
て
『
呂
氏
春
秋
』
を
引
く
。

呂
氏
春
秋
云
、
越
王
欲
致
必
死
於
呉
、
身
不
安
枕
席
、
口
不
甘
厚
味
。

こ
れ
は
『
呂
氏
春
秋
』
の
「
順
民
」
の
文
章
だ
が
一
部
節
略
が
あ
る
。
原
典
の
文

章
を
基
親
注
と
の
一
致
部
分
に
傍
線
を
附
し
て
引
用
す
る
。

越
王
苦
会
稽
之
恥
、
欲
深
得
民
心
以
致
必
死
於
呉
、
身
不
安
枕
席
、
口
不

厚・

・甘
味
。

じ
つ
は
基
親
所
引
の
『
呂
氏
春
秋
』
と
首
尾
ま
っ
た
く
の
同
文
が
李
善
注
に
あ

る
。

呂
氏
春
秋
曰
、
越
王
欲
致
必
死
於
呉
、
身
不
安
枕
席
、
口
不
甘
厚
味
。

こ
れ
は
『
文
選
』
巻
五
十
一
、東
方
朔
「
非
有
先
生
論
」
に
附
さ
れ
た
李
善
注
の

一
節
で
あ
る
。
節
略
の
具
合
や
、「
厚
甘
」
で
は
な
く
「
甘
厚
」
の
字
面
で
あ
る

こ
と
な
ど
、基
親
注
と
一
致
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
同
様
の
例
を
も
う

一
つ
。
⑦
「
沃
焦
海
」
へ
の
基
親
注
を
引
く
。

玄
中
記
云
、
天
下
之
大
者
、
東
海
沃
焦
焉
、
水
灌
之
而
不
巳
。
沃
焦
、
山
石

也
、
在
東
海
東・

南
方
三
万
里
。

つ
ぎ
に
『
文
選
』
巻
十
二
、
郭
璞
「
江
賦
」
の
李
善
注
を
引
く
。

玄
中
記
曰
、
天
下
之
大
者
、
東
海
之・

沃
焦
焉
、
水
灌
之
而
不
巳
。
沃
焦
、
山

名・

也
、
在
東
海
南
方
三
万
里
。

ほ
ぼ
同
文
と
い
っ
て
よ
い
。
文
脈
か
ら
考
え
て
、『
玄
中
記
』
の
文
章
は
「
水
灌

之
而
不
巳
」
ま
で
、「
沃
焦
」
以
下
は
李
善
の
作
文
と
推
さ
れ
る
。
基
親
が
李
善

注
に
よ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
い
で
、⑰
「
且
述
愚
管
」
へ
の
基
親
注

を
引
く
。

史
記
云
、
聊
以
愚
管
増
叙
徐
氏
。
荘
子
云
、
以
管
窺
天
。
張
銑
曰
、
管
、
竹

也
。
後
漢
書
云
、
逗
逗
管
窺
、
豈
能
照
一
隅
哉
。

こ
の
『
荘
子
』
は
秋
水
篇
の
文
章
だ
が
、
原
典
か
ら
の
直
引
で
は
な
く
『
文
選
』

か
ら
の
転
引
と
推
さ
れ
る
。『
文
選
』
巻
四
十
五
、
東
方
朔
「
答
客
難
」
に
「
以

管
窺
天
」
の
句
が
あ
っ
て
、李
善
注
が
秋
水
篇
の
該
文
を
引
用
し
て
い
る
。
私
見

に
よ
れ
ば
、『
荘
子
』
は
こ
の
李
善
注
か
ら
の
孫
引
き
だ
が
、
そ
う
推
測
す
る
の

は
、「
荘
子
云
…
…
」
に
「
張
銑
曰
、
管
、
竹
也
」
の
文
字
が
続
く
か
ら
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
こ
れ
は
「
答
客
難
」
該
句
へ
の
張
銑
注
す
な
わ
ち
五
臣
注
で
あ
る
。

く
だ
ん
の
五
臣
注
を
引
い
た
基
親
で
あ
れ
ば
、お
な
じ
「
答
客
難
」
の
李
善
注
を

参
照
し
な
い
手
は
な
い
。か
れ
が
李
善
注
を
参
照
し
た
の
は
既
述
の
と
お
り
確
実

な
の
だ
か
ら
。
果
た
し
て
、基
親
は
『
文
選
』
の
「
答
客
難
」
に
附
さ
れ
た
李
善

注
と
五
臣
注
と
を
併
引
し
た
と
結
論
さ
れ
る
。『
史
記
』『
後
漢
書
』
に
つ
い
て
は

後
述
す
る
。

さ
き
の
一
覧
で
基
親
の
誤
記
と
し
た
、
⑪
「
或
為
明
珠
・
羽
・
角
・
牙
・
骨
・

毛
・
皮
・
肉
致
残
害
」
に
も
李
善
注
か
ら
の
転
引
と
考
え
ら
れ
る
注
文
が
な
ら

ぶ
。

文
選
蜀
都
賦
云
、
蚌
含
珠
而
擘
裂
。
荘
子
云
、
楚
有
神
亀
死
二マ

マ

千
歳
矣
、
王

巾
笥
而
蔵
之
廟
堂
之
上
、
此
亀
者
、
寧
其
死
為
留
骨
而
貴
乎
。
韓
子
云
、
虎

其
身
味
苦
竿
被
害
。
餘
事
見
止
観
第
四
弘
決
等
、
仍
不
抄
。

（
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冒
頭
、『
文
選
』
の
「
蜀
都
賦
」
と
な
れ
ば
巻
四
収
載
の
左
思
「
蜀
都
賦
」
と
い

う
こ
と
に
な
る
が
、「
蚌
含
珠
而
擘
裂
」
の
文
字
は
左
思
「
蜀
都
賦
」
に
な
い
。
該

句
は
楊
雄
「
太
玄
賦
」
の
一
句
で
あ
り
、「
文
選
蜀
都
賦
」
は
基
親
の
誤
記
で
あ

る
。
な
ぜ
基
親
は
誤
っ
た
の
か
。
わ
け
は
李
善
注
を
た
だ
敷
き
写
し
た
こ
と
に
あ

る
。『
文
選
』
巻
十
二
、
郭
璞
「
江
賦
」
お
よ
び
同
巻
三
十
四
、
曹
植
「
七
啓
」

に
、
李
善
は
「
楊
雄
蜀
都
賦
曰
、
蚌
含
珠
而
擘
裂
」
の
注
を
く
わ
え
て
い
る
。
基

親
は
こ
れ
を
写
し
た
の
だ
。
郭
璞
「
江
賦
」
の
李
善
注
は
上
掲
の
⑦
で
も
利
用
し

て
い
る
か
ら
、
⑪
も
「
江
賦
」
の
李
善
注
か
ら
転
引
し
た
の
だ
ろ
う
。
な
お
、
楊

雄
に
も
「
蜀
都
賦
」
の
作
が
あ
る
が
『
文
選
』
に
は
未
収
。
こ
の
あ
た
り
文
選
学

者
で
あ
れ
ば
気
づ
き
そ
う
な
も
の
だ
。原
典
の
未
確
認
を
ふ
く
め
基
親
の
迂
闊
と

い
え
ば
そ
の
通
り
で
、か
れ
の
『
文
選
』
の
習
熟
度
を
示
し
て
い
よ
う
。
直
後
の

『
荘
子
』
も
李
善
注
か
ら
の
孫
引
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
『
荘
子
』
秋

水
篇
の
文
章
だ
が
、『
文
選
』
巻
十
三
、
藩
安
仁
「
秋
興
賦
」
の
正
文
「
亀
祀
骨

於
宗

兮
、
思
反
身
於
緑
水
」
に
、
李
善
が
注
し
て
「
荘
子
曰
」
云
々
と
同
文
を

引
載
す
る
。
基
親
は
『
文
選
』
の
巻
十
二
を
閲
し
て
い
る
か
ら
、直
後
の
巻
十
三

も
手
に
し
た
可
能
性
は
認
め
て
よ
い
だ
ろ
う
。「
韓
子
」に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

以
上
、『
外
典
抄
』
に
お
け
る
附
注
本
『
文
選
』
の
利
用
に
つ
い
て
検
証
し
て

き
た
。
そ
の
結
果
、『
文
選
』
の
正
文
を
た
だ
引
用
す
る
の
み
な
ら
ず
、
注
釈
か

ら
諸
典
籍
を
孫
引
き
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
こ
の
様
子
は
、平
安
後
期

に
復
興
さ
れ
た
日
本
の
文
選
学
の
鎌
倉
初
期
に
お
け
る
一
斑
を
表
し
て
い
る
と

思
し
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

二　
『
修
文
殿
御
覧
』
の
利
用

上
述
の
よ
う
に
、『
外
典
抄
』
の
引
文
は
比
較
的
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
ん
で

い
る
。
索
引
さ
え
な
い
時
代
、膨
大
な
漢
籍
か
ら
ど
の
よ
う
に
望
み
の
文
章
を
見

つ
け
る
た
か
。
日
々
の
読
書
は
む
ろ
ん
要
務
で
あ
る
が
、そ
れ
で
は
は
な
は
だ
効

率
が
わ
る
い
。
く
だ
ん
の
要
求
に
応
え
る
格
好
の
も
の
は
類
書
で
あ
る
。
基
親
の

博
引
を
見
る
に
そ
の
利
用
は
当
然
予
想
さ
れ
よ
う
。
果
た
し
て
、か
れ
は
『
修
文

殿
御
覧
』
を
挙
名
し
引
用
し
て
い
る
。『
修
文
殿
御
覧
』
は
北
斉
の
武
平
四
年

（
五
七
三
）
の
撰
上
、
奈
良
平
安
そ
し
て
鎌
倉
と
、
長
き
に
わ
た
り
日
本
の
知
識

人
に
虎
の
巻
と
し
て
利
用
さ
れ
た
類
書
で
あ
る
。『
修
文
殿
御
覧
』
を
駆
使
す
れ

ば
、
注
文
作
成
の
効
率
は
か
な
り
上
が
る
は
ず
だ
。
た
だ
、
基
親
の
同
書
利
用
は

わ
ず
か
一
条
に
と
ど
ま
る
よ
う
で
、
駆
使
に
は
と
お
く
及
ば
な
い
。

基
親
が
『
修
文
殿
御
覧
』
か
ら
引
文
し
た
の
は
、
㉙
「
孔
雀
聞
雷
声
即
有
身
」

へ
の
つ
ぎ
の
注
で
あ
る
。

修
文
殿
御
覧
云
、
孔
雀
為
鳥
、
不
女
逼
合
、
正
以
音
韻
、
相
接
便
有
孕
。

『
修
文
殿
御
覧
』
は
す
で
に
散
佚
し
た
が
、
北
宋
の
類
書
『
太
平
御
覧
』
が
こ
れ

を
藍
本
に
制
作
さ
れ
た
た
め
、『
太
平
御
覧
』
の
う
ち
に
ほ
ぼ
原
形
の
ま
ま
保
存

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
『
太
平
御
覧
』
を
閲
す
れ
ば
、
同
書
巻
九
百
二
十
四
、
羽

族
部
、
孔
雀
に
つ
ぎ
の
文
が
見
つ
か
る
。

南
越
志
曰
、
義
寧
県
杜
山
多
、
孔
雀
為
鳥
、
不
必
匹
合
、
止
以
音
影
、
相
接

便
有
孕
。

基
親
注
と
字
面
に
小
異
が
あ
る
が
、
転
写
の
訛
誤
の
範
囲
で
、
ま
ず
は
同
文
と

い
っ
て
よ
い
。『
太
平
御
覧
』
の
上
掲
文
は
『
修
文
殿
御
覧
』
か
ら
の
流
用
と
考

（
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え
ら
れ
る
。
基
親
は
『
修
文
殿
御
覧
』
孔
雀
類
所
引
の
「
南
越
志
」
の
記
事
を
引

用
し
た
の
だ
。

『
外
典
抄
』
全
二
十
九
条
の
う
ち
、『
修
文
殿
御
覧
』
の
挙
名
は
こ
の
一
条
の

み
。
む
ろ
ん
挙
名
が
な
く
と
も
『
修
文
殿
御
覧
』
の
転
引
文
で
あ
る
可
能
性
は
、

ほ
か
の
二
十
八
条
に
の
こ
る
。
し
か
し
、
二
十
八
条
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、『
修

文
殿
御
覧
』に
典
拠
す
る
と
推
さ
れ
る
引
文
は
検
出
で
き
な
か
っ
た
。
漢
籍
の
孫

引
き
に
こ
そ
類
書
の
効
能
が
あ
り
、そ
の
よ
う
な
利
用
法
が
日
本
で
は
最
も
一
般

的
と
思
わ
れ
る
が
、基
親
は
『
修
文
殿
御
覧
』
を
限
定
的
に
し
か
使
っ
て
い
な
い

よ
う
だ
。
そ
の
こ
と
を
、
さ
き
に
「『
文
選
』
の
正
文
の
み
引
用
す
る
も
の
」
に

整
理
し
た
、
㉖
「
麻
中
之
蓬
」
へ
の
基
親
注
を
例
に
見
よ
う
。

荘
子
云
、
猶
有
蓬
之
心
也
。
注
云
、
蓬
非
直
達
者
也
。
史
記
三
王
世
家
云
、

夫
蓬
生
麻
中
、
不
披
而
自
直
、
白
沙
在
泥
中
、
与
之
皆
黒
者
、
土
地
教
化
使

令
然
也
。
文
選
潘
岳
河
陽
県
詩
云
、
曲
蓬
何
以
直
、
託
身
依
叢
麻
。

「
麻
中
之
蓬
」
と
は
、
本
来
曲
が
り
く
ね
っ
て
生
え
る
ヨ
モ
ギ
も
、
ま
っ
す
ぐ
な

麻
の
な
か
に
混
じ
る
と
、
ま
っ
す
ぐ
に
育
つ
よ
う
に
、
悪
人
も
善
人
に
交
わ
る
と

自
然
と
善
人
に
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
譬
喩
で
あ
る
。
ふ
つ
う
『
荀
子
』
勧
学
篇

を
出
典
に
引
く
が
、
基
親
は
『
荘
子
』
逍
遥
遊
篇
（
注
は
郭
象
注
）・『
史
記
』
巻

六
十
、三
王
世
家
・『
文
選
』
巻
二
十
六
、
潘
岳
「
河
陽
県
作
二
首
」
を
引
用
す

る
。基

親
は
な
ぜ
こ
の
三
書
を
引
い
た
の
か
。『
太
平
御
覧
』
の
百
卉
部
に
「
蓬
」

の
類
目
が
あ
る
（
巻
九
百
九
十
七
）。『
修
文
殿
御
覧
』
の
蓬
類
を
流
用
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
が
、
そ
こ
に
か
く
あ
る
。

曾
子
曰
、
蓬
生
麻
中
、
不
扶
自
直
、
白
沙
在
泥
、
与
之
皆
黒
。

「
麻
中
之
蓬
」
の
注
に
は
、
こ
の
『
曾
子
』
で
用
は
足
る
し
、『
修
文
殿
御
覧
』
を

知
っ
て
い
る
基
親
に
と
っ
て
見
つ
け
や
す
い
は
ず
だ
。類
書
と
は
そ
の
よ
う
な
利

用
を
期
待
さ
れ
て
い
る
書
籍
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、基
親
は
『
曾
子
』
で

は
な
く
『
史
記
』
を
引
く
。『
史
記
』
該
文
は
『
太
平
御
覧
』
に
見
え
な
い
。
そ

も
そ
も
上
掲
の
三
書
は
『
太
平
御
覧
』
の
「
蓬
」
に
な
く
、し
た
が
っ
て
『
修
文

殿
御
覧
』
に
も
未
収
だ
っ
た
ろ
う
か
ら
、基
親
は
こ
こ
で
『
修
文
殿
御
覧
』
を
利

用
し
て
い
な
い
、
少
な
く
と
も
そ
れ
か
ら
引
用
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
な
ぜ
『
修
文
殿
御
覧
』
か
ら
引
か
な
か
っ
た
の
か
。

基
親
家
は
書
帙
に
富
む
家
柄
で
あ
っ
た
が
、さ
す
が
に
く
だ
ん
の
『
修
文
殿
御

覧
』
は
基
親
の
蔵
書
と
は
考
え
に
く
く
、お
そ
ら
く
仁
和
寺
つ
ま
り
守
覚
の
蔵
書

で
あ
っ
た
ろ
う
と
は
す
で
に
指
摘
が
あ
る
。『
修
文
殿
御
覧
』
の
利
用
が
㉙
に
止

ま
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
そ
の
わ
け
は
想
像
す
る
ほ
か
な
い
。

守
覚
蔵
の
『
修
文
殿
御
覧
』
は
足
本
で
は
な
く
不
全
本
で
あ
っ
た
ろ
う
か
ら
、そ

の
蔵
本
が
た
ま
た
ま
百
卉
部
を
缺
い
て
い
た
か
。基
親
が
積
極
的
な
参
照
を
も
と

め
な
か
っ
た
の
か
。

た
だ
『
修
文
殿
御
覧
』
ほ
ど
大
部
な
も
の
で
は
な
か
ろ
う
が
、類
書
的
な
書
を

利
用
し
た
痕
迹
は
あ
る
。
⑮
「
如
冨
貴
而
帰
故
郷
」
へ
の
基
親
注
を
見
よ
う
。

漢
書
云
、
朱
買
臣
為
侍
中
、
後
遷
会
稽
太
守
、
帝
謁
買
臣
曰
、
冨
貴
不
還
故

郷
、
如
衣
錦
夜
行
、
子
為
本
郡
意
何
、
買
臣
稽
首
辞
謝
而
已
。

つ
ぎ
に
、
同
条
の
原
典
た
る
『
漢
書
』
巻
六
十
四
上
、
朱
買
臣
伝
の
文
章
を
引

く
。

朱
買
臣
…
…
拝
買
臣
為
中
大
夫
、
与
厳
助
倶
侍
中
…
…
上
揮
買
臣
会
稽
太

守
、
上
謂
買
臣
曰
、
富
貴
不
帰
故
郷
、
如
衣
錦
夜
行
、
今
子
何
如
、
買
臣
頓
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首
辞
謝
。

両
者
を
比
較
す
れ
ば
、『
外
典
抄
』
所
引
の
「
漢
書
」
は
、
原
典
に
節
略
を
ほ
ど

こ
し
修
辞
に
も
変
更
を
く
わ
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。基
親
が
そ
の
よ
う
な
操

作
を
す
る
必
要
は
な
い
。該
条
が
原
典
か
ら
引
用
し
た
の
で
な
い
こ
と
は
瞭
然
だ

ろ
う
。
私
見
に
よ
れ
ば
、出
典
に
は
『
琱
玉
集
』
な
ど
の
類
書
的
な
人
物
逸
話
集

を
想
定
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ま
明
言
で
き
な
い
。

三　

基
親
と
『
文
選
集
注
』

さ
き
に
『
文
選
』
注
か
ら
の
孫
引
き
を
検
討
し
た
。『
修
文
殿
御
覧
』
な
ど
類

書
が
、ほ
ん
ら
い
は
孫
引
き
も
と
と
し
て
の
利
用
を
期
待
さ
れ
て
い
る
書
物
で
あ

る
こ
と
も
述
べ
た
。
そ
の
漢
籍
が
引
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、原
典
か
ら

じ
か
に
引
か
れ
た
と
は
限
ら
な
い
。孫
引
き
と
直
接
引
用
と
を
峻
別
す
る
こ
と
は

出
典
調
査
に
必
須
で
あ
る
。

そ
の
点
か
ら
見
て
、『
外
典
抄
』
の
出
典
は
確
言
し
に
く
い
も
の
が
多
い
。
上

述
の
⑰
「
且
述
愚
管
」
へ
の
基
親
注
の
う
ち
、説
き
の
こ
し
た
『
史
記
』
と
『
後

漢
書
』
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
⑰
を
再
掲
す
る
。

史
記
云
、
聊
以
愚
管
増
叙
徐
氏
。
荘
子
云
、
以
管
窺
天
。
張
銑
曰
、
管
、
竹

也
。
後
漢
書
云
、
逗
逗
管
窺
、
豈
能
照
一
隅
哉
。

「
張
銑
」
が
五
臣
注
、『
荘
子
』
が
李
善
注
か
ら
の
転
引
と
は
既
述
の
と
お
り
。
問

題
の
『
史
記
』
の
文
章
は
裴

「
史
記
集
解
序
」、『
後
漢
書
』
は
巻
三
、
章
帝
紀

の
各
一
節
で
あ
る
。
両
書
を
原
典
か
ら
の
直
引
と
処
理
す
れ
ば
話
し
は
簡
単
だ

が
、わ
た
し
は
躊
躇
す
る
。
あ
の
膨
大
な
『
史
記
』
と
『
後
漢
書
』
と
を
読
み
と

お
す
だ
け
で
も
難
事
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
十
数
文
字
を
『
往
生
要

集
』
の
た
め
に
摘
記
す
る
と
い
う
の
は
、い
っ
そ
う
の
難
事
と
い
え
る
。
読
書
中

に
た
ま
た
ま
見
つ
け
た
と
考
え
て
も
よ
い
わ
け
だ
が
、ま
ず
は
孫
引
き
を
疑
う
べ

き
だ
ろ
う
。
さ
り
と
て
適
当
な
孫
引
き
の
典
拠
も
見
出
し
が
た
い
。

こ
の
よ
う
な
例
は
ほ
か
に
も
あ
る
。
㉖
「
麻
中
之
蓬
」
へ
の
基
親
注
を
再
掲
す

る
。

荘
子
云
、
猶
有
蓬
之
心
也
。
注
云
、
蓬
非
直
達
者
也
。
史
記
三
王
世
家
云
、

夫
蓬
生
麻
中
、
不
披
而
自
直
、
白
沙
在
泥
中
、
与
之
皆
黒
者
、
土
地
教
化
使

令
然
也
。
文
選
潘
岳
河
陽
県
詩
云
、
曲
蓬
何
以
直
、
託
身
依
叢
麻
。

『
文
選
』
は
潘
岳
「
河
陽
県
作
二
首
」
の
正
文
で
あ
る
こ
と
上
述
の
と
お
り
。
こ

の
『
荘
子
』
と
『
史
記
』
と
を
基
親
は
原
典
か
ら
引
い
た
の
か
。
じ
つ
は
前
章
に

言
及
し
た
『
曾
子
』
を
、
こ
の
「
曲
蓬
何
以
直
、
託
身
依
叢
麻
」
の
く
だ
り
へ
の

李
善
注
が
「
曾
子
曰
、
蓬
生
麻
中
、
不
扶
自
直
」
と
引
用
し
て
い
る
。『
曾
子
』

で
注
の
用
は
足
る
と
思
わ
れ
る
し
、
基
親
は
こ
れ
を
見
て
い
る
は
ず
だ
が
、
な
ぜ

か
引
い
て
い
な
い
。

⑰
と
㉖
と
、
両
条
は
と
も
に
『
文
選
』
に
か
か
わ
る
。
こ
れ
を
延
長
し
て
、
わ

た
し
は
基
親
が
『
文
選
集
注
』
を
利
用
し
た
と
い
う
臆
測
を
提
起
し
て
み
た
い
。

佚
名
撰
『
文
選
集
注
』
百
二
十
二
巻
は
、
正
文
の
ほ
か
李
善
注
と
五
臣
注
、
さ
ら

に
公
孫
羅
『
文
選
鈔
』・
同
『
文
選
音
決
』・
陸
善
経
注
な
ど
諸
注
を
収
録
し
、
今

日
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
『
文
選
』
諸
本
よ
り
多
様
な
注
文
を
そ
な
え
る
。
該
書
は

平
安
後
期
に
紀
伝
の
博
士
家
が
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
た
書
で
も
あ
っ
た
。
た
と
え

ば
、藤
原
敦
光
（
一
〇
六
三
〜
一
一
四
四
）
は
『
三
教
勘
注
抄
』『
秘
蔵
宝
鑰
鈔
』

の
二
著
に
お
い
て
『
文
選
集
注
』
を
大
い
に
利
用
し
諸
書
を
孫
引
き
し
て
い
る
。
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く
だ
ん
の
臆
測
の
可
否
を
検
討
す
る
に
は
、
ま
ず
上
掲
の
八
条
と
『
文
選
集

注
』
と
を
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、周
知
の
よ
う
に
『
文
選
集
注
』
の

過
半
は
散
佚
し
、こ
の
比
較
が
で
き
る
の
は
上
掲
⑲
の
劉
鑠
詩
の
み
で
あ
る
。
正

文
・
李
善
注
文
と
も
に
通
行
本
と
異
同
が
な
く
特
段
の
情
報
は
引
き
出
せ
な
い
。

ま
た
『
文
選
鈔
』
な
ど
『
文
選
集
注
』
に
特
有
の
注
釈
は
『
外
典
抄
』
に
引
か
れ

て
お
ら
ず
、い
ま
の
と
こ
ろ
『
文
選
集
注
』
利
用
の
徴
証
は
皆
無
と
い
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
『
文
選
集
注
』
利
用
説
に
し
た
が
え
ば
上
述
の
出
典
未
詳
の
条
は

説
明
し
や
す
い
と
は
い
っ
て
お
こ
う
。『
文
選
集
注
』
の
東
方
朔
「
答
客
難
」
に

⑰
の
『
史
記
』
と
『
後
漢
書
』
と
が
、
潘
岳
「
河
陽
県
作
二
首
」
に
㉖
の
『
荘

子
』
と
『
史
記
』
と
が
、お
の
お
の
収
載
さ
れ
て
い
た
と
想
定
す
る
の
だ
。
㉖
に

つ
い
て
も
、『
文
選
集
注
』
か
ら
『
史
記
』
と
『
荘
子
』
を
引
い
た
た
め
『
曾
子
』

は
引
く
必
要
が
な
か
っ
た
と
い
う
理
解
も
で
き
る
。
上
引
⑪
の
「
韓
子
」
も
『
文

選
集
注
』
の
注
文
か
ら
孫
引
き
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。「
韓
子
」
と
は
『
韓
非

子
』
の
こ
と
だ
が
、
現
行
の
『
韓
非
子
』
に
該
文
は
見
え
な
い
。「
虎

」
の
語

は
『
文
選
』
の
正
文
に
十
三
箇
所
登
場
す
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
に
、
く
だ
ん
の

「
韓
子
」
の
あ
っ
た
可
能
性
を
想
定
す
る
の
で
あ
る
。
李
善
注
と
五
臣
注
と
の
併

用
も
説
明
し
や
す
い
。
し
か
し
み
な
確
証
を
缺
く
。

も
う
一
つ
、『
外
典
抄
』
以
外
の
例
を
あ
げ
よ
う
。
基
親
に
は
『
往
生
要
集
勘

文
』
六
巻
の
著
作
が
あ
っ
た
（
す
で
に
散
佚
）。
真
福
寺
で
発
見
さ
れ
た
断
簡
と

佚
文
と
を
閲
す
る
に
、『
外
典
抄
』
と
同
様
に
源
信
の
引
用
の
出
処
を
探
索
し
た

書
の
よ
う
だ
。
良
忠
『
往
生
要
集
義
記
』
八
巻
が
、「
勘
」
の
略
称
で
『
往
生
要

集
勘
文
』
か
ら
十
三
条
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
に
『
韓
詩
外
伝
』
と
『
漢

書
』
と
を
引
く
条
が
あ
る
。

樹
欲
静
等
者
、
勘
云
、
韓
詩
外
伝
云
〈
如
今
所
引
〉、
又
漢
書
云
、
人
夫
生

天
地
之
間
、
如
白
駒
過

、
二
親
之
命
忽
如
過

、
欲
樹
静
風
不
止
、
欲
子

養
親
不
待
〈
已
上
〉。

 

（『
浄
土
宗
全
書
』
第
十
五
巻
二
二
六
頁
）

該
文
は
『
外
典
抄
』
の
⑬
も
施
注
す
る
『
往
生
要
集
』
の
「
人
之
在
世
、所
求
不

如
意
、
樹
欲
静
而
風
不
停
、
子
欲
養
而
親
不
待
」
へ
の
注
記
で
あ
る
。
基
親
の
引

き
方
に
問
題
が
あ
っ
た
の
か
、
や
や
混
乱
し
て
い
る
。
原
典
を
調
査
し
て
み
れ

ば
、『
韓
詩
外
伝
』
は
巻
九
の
「
夫
樹
欲
静
而
風
不
止
、
子
欲
養
而
親
不
待
」、

『
漢
書
』
は
巻
三
十
三
、
魏

伝
の
「

謝
曰
、
人
生
一
世
間
、
如
白
駒
過

」

か
ら
の
引
用
と
判
明
す
る
。
す
な
わ
ち
傍
線
部
分
が
『
韓
詩
外
伝
』、
二
重
傍
線

部
分
が
『
漢
書
』
か
ら
の
引
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
二
親
之
命
忽
如
過

」

は
典
拠
不
明
。
こ
の
『
韓
詩
外
伝
』、
原
典
で
は
な
く
『
文
選
』
注
か
ら
の
孫
引

き
の
可
能
性
が
あ
る
。『
文
選
』
巻
十
八
、馬
融
「
長
笛
賦
」
の
「

魚
節
其
哭
」

へ
の
李
善
注
に
「
韓
詩
外
伝
曰
…
…
夫
樹
欲
静
而
風
不
止
、
子
欲
養
而
親
不
待
」

と
あ
る
。『
漢
書
』
の
引
文
は
原
典
と
小
異
が
あ
っ
て
孫
引
き
が
疑
わ
れ
る
が
、

適
当
な
書
を
見
出
し
が
た
い
。『
文
選
集
注
』
の
馬
融
「
長
笛
賦
」
収
載
巻
は
す

で
に
佚
し
確
認
で
き
な
い
が
、『
文
選
集
注
』
に
魏

伝
の
文
章
や
「
二
親
之
命
」

云
々
と
あ
っ
た
か
。

こ
こ
で
基
親
が
守
覚
サ
ロ
ン
の
一
員
だ
っ
た
ろ
う
こ
と
を
想
起
し
た
い
。山
崎

誠
は
、好
学
の
守
覚
が
博
士
家
の
家
説
に
非
常
な
関
心
を
も
っ
て
紀
伝
の
学
者
た

ち
と
親
し
く
つ
き
あ
い
、
か
れ
ら
や
仏
家
・
歌
人
な
ど
が
仁
和
寺
に
集
い
文
苑
の

ご
と
き
も
の
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
推
論
す
る
。わ
た
し
が
サ
ロ
ン
と
評
し
た
集

ま
り
だ
が
、こ
れ
に
基
親
が
加
わ
っ
て
い
た
と
推
さ
れ
る
の
だ
。
基
親
が
名
儒
た

（
20
）

（
21
）

（
22
）

（
23
）

（
24
）

（
25
）



（ 8） 『往生要集外典抄』出典考

ACTA HUMANISTICA ET SCIENTIFICA HUMANITIES SERIES No. 55
UNIVERSITATIS SANGIO KYOTIENSIS MARCH 2022

281

ち
と
の
交
際
の
な
か
で
直
接
間
接
に
教
導
を
受
け
た
と
す
れ
ば
、『
文
選
』
さ
ら

に
『
文
選
集
注
』
所
引
の
注
釈
に
関
す
る
事
項
が
含
ま
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
。
紀
伝
の
学
者
は
『
文
選
』
の
専
家
で
あ
り
、上
述
の
よ
う
に
そ
の
学
問
の
中

心
に
は
『
文
選
集
注
』
が
あ
っ
た
。『
文
選
』
の
正
文
な
か
ん
ず
く
賦
は
簡
単
に

読
み
と
お
せ
る
代
物
で
は
な
く
、
李
善
注
も
用
例
が
示
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
同

注
を
読
め
ば
理
解
が
す
ぐ
さ
ま
容
易
に
な
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。た
だ
文
選

学
者
の
教
導
が
あ
れ
ば
、
読
解
ま
た
引
文
の
お
お
き
な
助
け
に
な
っ
た
で
あ
ろ

う
。
附
言
し
て
お
け
ば
、現
存
す
る
『
文
選
集
注
』
が
そ
も
そ
も
金
沢
文
庫
の
蔵

書
で
あ
る
こ
と
は
興
味
ぶ
か
い
。
金
沢
文
庫
は
、鎌
倉
中
期
に
北
条
実
時
が
称
名

寺
内
に
創
建
し
た
文
庫
で
あ
る
。称
名
寺
に
守
覚
の
聖
教
が
大
量
に
伝
わ
っ
た
こ

と
か
ら
も
推
知
さ
れ
る
よ
う
に
、金
沢
北
条
氏
を
は
じ
め
鎌
倉
幕
府
と
仁
和
寺
と

は
ゆ
か
り
が
深
い
。
こ
の
京
都
と
鎌
倉
と
の
通
交
は
、『
文
選
集
注
』
現
存
本
の

由
来
と
な
に
が
し
か
の
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
、基
親
の
『
文
選
集
注
』
利
用
説
を
展
開
し
て
み
た
。
遺
憾
な
が
ら
い
ず

れ
も
確
証
は
な
く
、
臆
測
は
し
ょ
せ
ん
臆
測
に
終
わ
り
そ
う
で
あ
る
。

お
わ
り
に

『
文
選
』
の
利
用
を
中
心
に
、『
外
典
抄
』
の
出
典
を
論
じ
て
き
た
。
基
親
が

『
文
選
』
の
正
文
お
よ
び
注
文
を
、
自
注
作
成
に
よ
く
利
用
し
て
い
る
さ
ま
を
確

認
し
た
。
か
れ
は
『
文
選
』
に
一
定
の
習
熟
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
文
選
』

は
類
書
で
は
な
い
の
で
、注
に
採
用
で
き
そ
う
な
文
章
を
捜
索
す
る
さ
い
に
分
類

項
目
に
た
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ど
こ
に
ど
の
よ
う
な
語
句
が
あ
る
の
か
は
、

『
文
選
』
の
膨
大
な
文
字
を
読
み
す
す
め
て
初
め
て
知
る
わ
け
で
、
同
書
か
ら
適

切
な
引
用
を
す
る
に
は
各
詩
文
お
よ
び
注
文
へ
の
習
熟
が
も
と
め
ら
れ
る
。上
述

の
引
用
ぶ
り
は
、
か
れ
の
研
学
の
成
果
と
い
え
よ
う
。
あ
る
い
は
、
引
文
の
背
景

に
守
覚
サ
ロ
ン
に
お
け
る
名
儒
た
ち
と
の
交
際
を
想
定
す
る
ほ
う
が
適
当
な
の

か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、
日
本
の
文
選
学
は
平
安
後
期
に
復
興
が
か
な
っ
た
の
ち
鎌
倉
以
降
、
衰

退
の
一
途
を
た
ど
る
。
上
代
以
来
、『
文
選
』
は
日
本
の
知
識
人
に
と
っ
て
不
可

缺
の
教
養
で
あ
っ
た
が
、承
和
年
間
に
舶
載
さ
れ
た
『
白
氏
文
集
』
が
大
流
行
す

る
に
い
た
り
、
難
解
な
『
文
選
』
は
し
だ
い
に
敬
遠
さ
れ
、『
文
選
』
は
そ
の
地

位
を
『
白
氏
文
集
』
に
奪
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
平
安
初
期
以
来
の
文
章
経
国
思

想
が
後
退
し
た
こ
と
も
追
撃
と
な
っ
た
。
文
選
学
の
衰
退
を
う
れ
え
、そ
の
復
興

を
は
か
っ
た
の
が
、大
江
匡
房
（
一
〇
四
一
〜
一
一
一
一
）
で
あ
る
。
か
れ
の
企

図
は
一
定
の
成
果
を
お
さ
め
た
よ
う
で
、院
政
期
の
学
藝
は
『
文
選
』
の
再
評
価

と
い
う
側
面
を
も
つ
。
し
か
し
こ
れ
も
長
く
は
つ
づ
か
ず
、鎌
倉
室
町
時
代
に
は

『
文
選
』
の
地
位
は
ふ
た
た
び
低
下
す
る
こ
と
に
な
る
。

『
外
典
抄
』
が
成
っ
た
こ
ろ
は
、
こ
の
衰
退
が
始
ま
ろ
う
と
い
う
時
期
に
あ
た

る
。
そ
の
意
味
で
、『
外
典
抄
』
の
『
文
選
』
引
用
ぶ
り
は
当
時
の
文
選
学
を
推

知
す
る
材
料
に
な
る
だ
ろ
う
。そ
の
学
史
的
な
位
置
づ
け
は
わ
た
し
の
能
力
を
こ

え
る
け
れ
ど
、『
文
選
』
を
駆
使
す
る
と
い
う
水
準
に
は
到
達
し
て
い
な
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。あ
る
い
は
基
親
が
博
士
家
の
産
で
な
い
こ
と
を
割
り
引
く
必

要
が
あ
る
の
か
。
こ
の
点
、斯
学
の
専
門
研
究
者
の
見
解
を
仰
が
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

基
親
が
ど
れ
ほ
ど
の
漢
籍
を
所
蔵
し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い
。家
蔵
の
ほ
か
守

（
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覚
や
交
際
し
た
名
儒
の
蔵
書
を
借
覧
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
、

わ
た
し
の
関
心
は
、
守
覚
お
よ
び
か
れ
が
主
宰
し
た
サ
ロ
ン
の
漢
籍
世
界
に
あ

る
。
く
だ
ん
の
サ
ロ
ン
が
存
し
た
時
期
は
、中
国
で
は
南
宋
第
二
代
孝
宗
か
ら
第

四
代
寧
宗
の
治
世
に
あ
た
る
。
南
宋
時
代
の
中
国
は
書
籍
の
生
産
量
が
増
加
し
、

ま
た
書
禁
の
弛
緩
に
よ
り
国
外
へ
の
漢
籍
の
輸
出
が
容
易
に
な
っ
た
時
期
で
あ

る
。
中
国
に
お
け
る
そ
の
よ
う
な
変
化
が
日
本
に
波
及
し
た
最
初
の
事
件
は
、治

承
三
年
（
一
一
七
九
）
に
平
清
盛
の
『
太
平
御
覧
』
入
手
で
あ
ろ
う
。
守
覚
の
蔵

書
に
も
、お
そ
ら
く
南
宋
刊
本
と
思
し
き
『
経
史
証
類
大
観
本
草
』
三
十
一
巻
が

あ
っ
た
。
同
書
は
宋
代
本
草
学
の
一
つ
の
到
達
点
を
し
め
す
著
作
で
、南
宋
で
幾

度
も
刊
刻
さ
れ
た
。

た
だ
、『
外
典
抄
』
に
は
、
そ
の
よ
う
な
宋
本
の
利
用
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

む
し
ろ
『
文
選
』
な
ど
の
利
用
ぶ
り
か
ら
は
、基
親
の
学
問
の
伝
統
性
が
う
か
が

え
る
。か
れ
の
利
用
し
た
漢
籍
は
平
安
中
期
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
旧
来
の
範

囲
に
お
さ
ま
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、か
れ
に
新
渡
の
宋
本
の
影
響

は
お
よ
ん
で
い
な
い
。こ
れ
は
当
時
に
お
け
る
宋
本
の
稀
少
性
の
反
映
と
推
さ
れ

る
。
鎌
倉
初
期
、
前
代
に
比
し
て
漢
籍
の
輸
入
量
は
増
加
し
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
れ
で
も
一
般
の
知
識
人
の
閲
覧
を
容
易
に
す
る
程
度
に
は
達
し
て
い
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。宋
本
の
所
蔵
者
は
貴
顕
や
大
寺
に
限
ら
れ
た
と
い

う
の
が
実
情
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。当
時
の
貴
顕
ま
た
大
寺
の
蔵
書
が
ど
の
程

度
、
学
者
た
ち
に
開
放
さ
れ
て
い
た
か
は
興
味
ぶ
か
い
問
題
で
あ
る
が
、
い
ま
こ

れ
を
論
じ
る
用
意
が
な
い
。
後
考
を
期
し
た
い
。

注（
1
） 

成
書
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
ふ
つ
う
基
親
の
出
家
し
た
建
永
元
年
（
一
二
〇
六
）

以
降
説
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
山
崎
誠
「
平
基
親
撰
「
往
生
要
集
外

典
鈔
」
考
」（『
中
世
学
問
史
の
基
底
と
展
開
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
三
年
。
初
出

同
書
）
が
出
家
以
前
作
説
を
と
な
え
る
（
四
五
一
頁
）。
た
だ
し
、と
も
に
明
解
な

論
拠
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

（
2
） 

基
親
の
序
文
に
つ
い
て
は
、
林
彦
明
「
選
択
集
の
序
文
に
就
て
」（『
専
修
学
報
』

第
三
号
、一
九
三
六
年
）
な
ど
。
森
新
之
介
「『
選
択
本
願
念
仏
集
』
建
暦
版
の
開

版
流
布
と
絶
版
亡
佚

―
印
刷
史
と
思
想
史
を
横
断
し
て
」（『
浄
土
学
』
第
五
二

輯
、
二
〇
一
五
年
）
に
よ
れ
ば
、
基
親
ら
の
開
版
は
積
善
の
た
め
の
摺
経
と
ち
が

い
流
布
を
目
的
と
す
る
点
で
当
時
と
し
て
は
稀
な
事
業
と
評
価
さ
れ
る
。
な
お
基

親
に
は
浄
土
宗
関
聯
の
著
作
が
複
数
あ
る
。
そ
の
う
ち
『
善
導
和
尚
画
讃
』
に
つ

い
て
は
、
木
村
昭
玄
「『
善
導
和
尚
画
讃
』
に
つ
い
て
」（『
浄
土
宗
学
研
究
』
第

一
四
号
、
一
九
八
二
年
）
の
専
論
が
あ
る
。

（
3
） 

宣
徳
三
年
本
の
底
本
た
る
北
宋
秀
州
州
学
刊
六
家
注
『
文
選
』（
一
〇
九
四
年
刊
、

亡
失
）
は
、
五
臣
注
と
李
善
注
と
を
初
め
て
合
刻
し
た
本
で
あ
る
。
宣
徳
三
年
本

お
よ
び
後
出
の
朝
鮮
王
朝
正
徳
四
年
本
五
臣
注
『
文
選
』
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

拙
稿
「
藤
原
道
長
の
摺
本
文
選
」（『
鷹
陵
史
学
』
第
三
六
号
、
二
〇
一
〇
年
）
で

触
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

（
4
） 

釈
良
忠
『
往
生
要
集
義
記
』
巻
五
（『
浄
土
宗
全
書
』
第
十
五
巻
、
二
八
九
頁
下

段
）
に
「
年
在
西
垂
者
、
外
典
鈔
云
、
九
十
歳
」
云
々
と
あ
る
が
、
い
ま
『
外
典

抄
』
に
見
え
な
い
。

（
5
） 

山
崎
誠「
学
侶
と
学
問
」（
前
掲『
中
世
学
問
史
の
基
底
と
展
開
』。
初
出
一
九
九
三

年
）
四
八
五
頁
に
も
同
様
の
指
摘
あ
り
。

（
6
） 『
日
本
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
朝
鮮
版
五
臣
注
文
選
』
下
（
鳳
凰
出
版
社
、

二
〇
一
八
年
）
六
〇
三
頁
上
段
に
「
銑
曰
、
管
、
竹
管
也
」
と
あ
る
。
な
お
同
書

は
朝
鮮
王
朝
の
正
徳
四
年
（
一
五
〇
九
）
本
五
臣
注
『
文
選
』
の
影
印
で
あ
る
。

（
7
） 『
文
選
』
巻
十
八
、
潘
岳
「
笙
賦
」
の
「
管
攅
羅
而
表
列
」
の
句
に
張
銑
が
「
管
、

竹
也
」
と
注
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
ち
ら
は
『
荘
子
』
の
該
文
が
見
え
な
い
。

（
8
） 

影
印
に
附
さ
れ
た
書
き
下
し
に
は
「
文
選
（
巻
四
）
の
南
都
賦
に
い
わ
く
」
と
あ

（
30
）

（
31
）

（
32
）
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る
が
、「
南
」
は
「
蜀
」
の
誤
植
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
張
衡
「
南
都
賦
」
に
し
て
も

左
思
「
蜀
都
賦
」
に
し
て
も
、
ま
た
『
文
選
』
全
書
に
わ
た
っ
て
検
索
し
て
も
、

正
文
に
「
蚌
含
珠
而
擘
裂
」
の
文
字
は
見
え
な
い
。

（
9
） 「
江
賦
」
に
は
「
蚌
」、「
七
啓
」
に
は
「

」
が
使
わ
れ
て
い
る
。「

」
は
「
蚌
」

の
異
体
字
で
あ
っ
て
、
両
者
は
同
文
で
あ
る
。
な
お
、
曹
植
「
七
啓
」
は
現
存
す

る
『
文
選
集
注
』
巻
六
十
八
収
載
、
そ
こ
に
は
「
李
善
曰
、
楊
雄
蜀
都
賦
曰
、
・

含
珠
而
擘
裂
」
と
あ
る
。
周
勛
初
纂
輯
『
唐
鈔
文
選
集
註
彙
存
』（
増
補
版
、上
海

古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
第
二
巻
一
四
五
頁
。

（
10
） 

森
鹿
三
「
修
文
殿
御
覧
に
つ
い
て
」（『
本
草
学
研
究
』
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨

書
屋
、
一
九
九
九
年
。
初
出
一
九
六
四
年
）、
勝
村
哲
也
「
修
文
殿
御
覧
巻
三
百
一

香
部
の
復
元

―
森
鹿
三
氏「
修
文
殿
御
覧
に
つ
い
て
」を
手
掛
り
と
し
て
」（『
日

本
仏
教
学
会
年
報
』
第
三
八
号
、
一
九
七
三
年
）、
同
「『
修
文
殿
御
覧
』
新
考
」

（『
鷹
陵
史
学
』
第
三
・
四
号
、
一
九
七
七
年
）、
同
「
修
文
殿
御
覧
天
部
の
復
元
」

（
山
田
慶
兒
編『
中
国
の
科
学
と
科
学
者
』京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、一
九
七
八

年
）、同
「
藝
文
類
聚
の
条
文
構
成
と
六
朝
目
録
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
」（『
東
方

学
報
』〈
京
都
〉
第
六
二
冊
、
一
九
九
〇
年
）
参
照
。

（
11
） 

偶
然
に
も
、『
御
堂
関
白
記
』
長
和
四
年
四
月
十
日
条
に
『
修
文
殿
御
覧
』
同
条
の

引
用
が
あ
っ
て
、「
見
御
覧
孔
雀
部
云
、
為
鳥
不
必
匹
合
、
正
以
音
影
、
相
交
便
有

孕
云
々
」
と
い
う
。『
外
典
抄
』
所
引
『
修
文
殿
御
覧
』・『
太
平
御
覧
』・『
御
堂
関

白
記
』
の
比
較
を
、
田
中
幹
子
「『
修
文
殿
御
覧
』
佚
文
に
つ
い
て
」（『
甲
南
国

文
』
三
八
、一
九
九
一
年
）
九
七
頁
、
山
崎
誠
「
平
基
親
撰
「
往
生
要
集
外
典
鈔
」

考
」（
前
掲
）
四
五
六
頁
が
な
し
て
い
る
。

（
12
） 『
曾
子
』
二
巻
（『
隋
書
』
経
籍
志
）
は
、
孔
子
の
弟
子
で
あ
っ
た
曾
参
の
撰
。
す

で
に
散
佚
し
た
が
、
該
文
は
『
大
戴
礼
記
』
巻
五
、
曾
子
制
言
に
見
え
る
。

（
13
） 

山
崎
誠
「
平
基
親
撰
「
往
生
要
集
外
典
鈔
」
考
」（
前
掲
）
注
十
八
。
柳
瀬
喜
代
志

「
中
国
文
学
と
平
安
朝
漢
文
学
」（『
日
中
古
典
文
学
論
考
』
汲
古
書
院
、一
九
九
九

年
。
初
出
一
九
九
〇
年
）
四
二
八
頁
も
「
貴
顕
や
大
寺
に
蔵
さ
れ
た
稀
覯
書
」
と

推
測
す
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
顕
昭
『
袖
中
抄
』
も
『
修
文
殿
御
覧
』
を
参
照
し

て
い
る
。
こ
の
『
修
文
殿
御
覧
』
は
守
覚
の
蔵
本
と
推
さ
れ
、
基
親
と
顕
昭
と
は

守
覚
に
同
書
の
閲
覧
を
許
さ
れ
自
著
の
撰
述
に
参
照
し
た
と
考
え
る
の
が
合
理
的

だ
。
あ
る
い
は
『
袖
中
抄
』
も
『
外
典
抄
』
も
守
覚
の
た
め
に
編
ま
れ
た
も
の
か
。

拙
稿
「『
袖
中
抄
』
と
類
書
」（『
京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
七

号
、
二
〇
二
二
年
）
参
照
。
な
お
、『
修
文
殿
御
覧
』
を
駆
使
し
て
『
香
要
抄
』
な

ど
の
著
作
を
も
の
し
た
東
密
僧
に
兼
意
が
い
る
。
そ
の
弟
子
の
心
覚
は
、
基
親
の

縁
者
で
あ
り
守
覚
サ
ロ
ン
の
一
員
で
も
あ
っ
た
。
森
鹿
三
「「
薬
種
抄
」
に
つ
い

て
」（
前
掲
『
本
草
学
研
究
』。
初
出
一
九
六
〇
年
）
な
ど
、
森
の
一
連
の
本
草
書

研
究
を
参
照
。

（
14
） 『
袖
中
抄
』
に
お
け
る
『
修
文
殿
御
覧
』
の
引
用
も
縦
横
に
駆
使
す
る
と
い
う
風
で

は
な
い
。
こ
れ
も
守
覚
蔵
の
『
修
文
殿
御
覧
』
が
不
全
本
だ
っ
た
こ
と
が
一
因
で

あ
っ
た
か
。

（
15
） 『
蒙
求
』
巻
上
、
第
二
百
二
十
七
句
「
買
妻
恥
樵
」
の
旧
注
・
補
注
が
『
漢
書
』
朱

買
臣
伝
を
引
く
が
、
不
一
致
が
多
く
出
典
で
は
な
い
。

（
16
） 

司
馬
貞
『
史
記
索
隠
』
は
裴
序
に
注
し
て
「
按
、
東
方
朔
云
、
以
管
窺
天
、
以
蠡

測
海
、
皆
喩
小
也
、
然
此
語
本
出
荘
子
文
」
と
い
う
。
基
親
が
索
隠
の
該
条
を
読

ん
だ
な
ら
、『
文
選
』
の
東
方
朔
「
答
客
難
」
そ
し
て
『
荘
子
』
の
閲
読
に
お
よ

び
、『
荘
子
』
と
張
銑
注
を
引
用
で
き
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
し
か
に
基
親
は
索

隠
を
引
い
て
い
る
。
⑱
「
缺

骨
」
に
「
史
記
索
隠
云
、
缺

者
、
人
乳
房
上
骨

名
也
。
明
堂
経
云
、
一
名
天
蓋
、
在
肩
上
横
骨
陥
者
中
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
『
史

記
』
巻
一
百
五
、扁
鵲
倉
公
伝
の
索
隠
の
文
章
で
あ
る
（
単
索
隠
本
は
巻
二
十
四
）。

た
だ
、「
明
堂
経
」
す
な
わ
ち
『
黄
帝
内
経
明
堂
』
が
続
く
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
る

よ
う
に
、
医
書
か
ら
転
引
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
だ
け
で
は
基
親
が
索
隠

を
手
に
し
た
と
は
い
い
に
く
い
。
索
隠
を
実
見
し
て
い
た
と
し
て
も
、
裴
序
や
范

書
の
章
帝
紀
を
ど
う
見
つ
け
た
か
、
特
段
の
こ
と
は
何
も
い
え
な
い
。
な
お
「
明

堂
経
云
」
と
同
文
は
皇
甫
謐
『
鍼

甲
乙
経
』
巻
三
に
も
見
出
せ
る
。

（
17
） 

あ
る
い
は
、
後
述
す
る
守
覚
サ
ロ
ン
に
出
入
り
す
る
学
者
に
教
示
を
受
け
た
だ
け

な
の
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
『
文
選
集
注
』
か
ら
の
転
引
を
想
定
す
る

必
要
は
な
く
な
る
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
何
と
も
い
え
な
い
。

（
18
） 
山
崎
誠
「
式
家
文
選
学
一
斑

―
文
選
集
注
の
利
用
」（
前
掲
『
中
世
学
問
史
の
基

底
と
展
開
』。
初
出
一
九
八
九
年
）。

（
19
） 

拙
稿「
藤
原
敦
光
の
文
選
学
」（『
京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』第
二
六
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号
、二
〇
二
一
年
）。
注
釈
作
成
に
お
け
る
『
文
選
』
注
の
利
用
に
つ
い
て
は
、『
世

俗
諺
文
』
の
事
例
を
検
討
し
た
濱
田
寛
「『
世
俗
諺
文
』
注
文
の
構
成
に
つ
い
て

―
李
善
注
『
文
選
』
を
媒
介
と
す
る
施
注
を
巡
っ
て
」（『
和
漢
比
較
文
学
』
第

五
〇
号
、
二
〇
一
三
年
）、
渡
邊
美
由
紀
「『
世
俗
諺
文
』
引
用
書
目
の
研
究

―

『
文
選
』
を
中
心
に
」（『
水
門
』
第
二
三
号
、
二
〇
一
一
年
）
が
参
考
に
な
る
。

（
20
） 『
文
選
集
注
』
巻
六
十
一
所
載
。
周
勛
初
纂
輯
『
唐
鈔
文
選
集
註
彙
存
』（
前
掲
）

第
一
巻
六
三
六
〜
六
三
七
頁
。

（
21
） 

な
お
、こ
の
『
後
漢
書
』
を
范
曄
『
後
漢
書
』
に
か
ぎ
る
必
要
は
な
い
。『
唐
鈔
文

選
集
註
彙
存
』
末
尾
の
「《
文
選
集
注
》
引
書
索
引
」
を
検
み
す
る
に
、范
書
の
ほ

か
華
嶠
『
後
漢
書
』、
謝
承
『
後
漢
書
』、
袁
山
松
『
後
漢
書
』
な
ど
複
数
の
『
後

漢
書
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
と
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
『
後
漢
書
』
間
に
は
同
文
を

共
有
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
22
） 「
韓
子
」
が
誤
記
だ
と
し
て
も
、や
は
り
同
文
は
い
ま
の
と
こ
ろ
現
存
漢
籍
中
に
見

出
せ
な
い
。

（
23
） 

佐
藤
哲
英
『
叡
山
浄
土
教
の
研
究
』（
前
掲
）
研
究
編
二
三
五
〜
二
三
六
頁
。

（
24
） 『
韓
詩
外
伝
』
巻
七
に
も
「
曾
子
曰
…
…
是
故
孝
子
欲
養
、
而
親
不
待
也
」
と
あ

る
。

（
25
） 

山
崎
誠
「
真
俗
交
談
記
考

―
仁
和
寺
文
苑
の
一
考
察
」（
前
掲
『
中
世
学
問
史
の

基
底
と
展
開
』。
初
出
一
九
八
一
年
）
五
一
九
〜
五
二
〇
・
五
三
四
〜
五
三
五
頁
、

同
「
秘
説
の
興
宴

―
真
俗
交
談
記
・
真
俗
擲
金
記
」（
同
上
書
。
初
出
一
九
八
八

年
）
五
五
一
〜
五
五
二
頁
。
ま
た
守
覚
サ
ロ
ン
メ
ン
バ
ー
と
基
親
と
の
交
渉
に
つ

い
て
は
、
牧
野
和
夫
「
事
相
書
・
口
伝
に
み
る
「
日
本
記
」・
平
基
親
の
こ
と
な
ど

―
覚
書
」（『
実
践
国
文
学
』
第
三
三
号
、
一
九
八
八
年
）
三
六
〜
三
八
頁
、
五

味
文
彦
「
作
為
の
交
談

―
守
覚
法
親
王
の
書
物
世
界
」（『
書
物
の
中
世
史
』
み

す
ず
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）
二
一
一
〜
二
一
四
頁
。
鎌
田
智
恵
「
顕
昭
の
歌
学
に

お
け
る
『
日
本
書
紀
』
の
受
容
に
つ
い
て
」（『
国
語
国
文
』
第
八
四
巻
第
一
二
号
、

二
〇
一
五
年
）
三
四
・
三
七
頁
に
よ
れ
ば
、お
な
じ
く
守
覚
サ
ロ
ン
の
一
員
で
あ
っ

た
顕
昭
の
『
袖
中
抄
』
が
基
親
撰
『
帝
王
広
系
図
』
百
巻
を
利
用
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
よ
し
。
仁
和
寺
に
お
い
て
書
籍
（
守
覚
の
蔵
書
）
を
介
し
た
知
の
交
換

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
の
ほ
か
守
覚
サ
ロ
ン
に
つ
い
て
は
、
西
村
加
代
子

「
仁
和
寺
和
歌
圏
と
顕
昭

―
覚
性
法
親
王
時
代
に
お
け
る
」（『
平
安
後
期
歌
学
の

研
究
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
七
年
。
初
出
一
九
八
二
年
）、
紙
宏
行
「『
顕
昭
古
今

集
注
』
注
釈
学
の
形
成
（
上
）

―
教
長
注
釈
披
閲
と
仁
和
寺
文
化
圏
」（『
文
教

大
学
女
子
短
期
大
学
部
研
究
紀
要
』
四
五
集
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
参
照
。

（
26
） 

福
島
金
治
『
安
達
泰
盛
と
鎌
倉
幕
府

―
霜
月
騒
動
と
そ
の
周
辺
』（
有
隣
堂
、

二
〇
〇
六
年
）
一
〇
四
〜
一
〇
八
頁
、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
編
『
特
別
展　

仁

和
寺
御
流
の
聖
教

―
京
・
鎌
倉
の
交
流
』（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
一
九
九
六

年
）
五
三
〜
六
一
頁
。
も
っ
と
も
金
沢
文
庫
本
『
文
選
集
注
』
に
つ
い
て
は
、
仁

和
寺
よ
り
金
沢
北
条
氏
歴
代
が
師
事
し
た
清
原
家
な
ど
博
士
家
か
ら
入
手
し
た
可

能
性
を
優
先
的
に
想
定
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
が
。

（
27
） 『
外
典
抄
』
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
著
作
に
『
性
霊
集
略
注
』（
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
）

が
あ
る
。『
和
漢
比
較
文
学
の
周
辺
』（
和
漢
比
較
文
学
叢
書
第
十
八
巻
、
汲
古
書

院
、一
九
九
四
年
）
に
、佐
藤
道
生
に
よ
る
翻
刻
あ
り
。
高
野
山
の
学
僧
ら
の
『
性

霊
集
』
読
解
の
成
果
と
い
う
べ
き
著
作
で
、空
海
の
文
選
語
頻
用
を
反
映
し
て
『
文

選
』
か
ら
の
引
証
が
多
い
。
翻
刻
に
附
さ
れ
た
佐
藤
の
「
解
題
」
に
よ
れ
ば
、『
略

注
』
に
『
文
選
集
注
』
利
用
の
痕
迹
は
な
く
、お
も
に
単
行
の
五
臣
注
本
に
よ
り
、

ま
れ
に
李
善
注
を
引
く
こ
と
が
あ
る
よ
し
。
お
な
じ
東
密
で
あ
っ
て
も
高
野
山
と

仁
和
寺
と
は
『
文
選
』
へ
の
接
し
方
が
違
う
と
い
う
こ
と
か
。

（
28
） 

神
田
喜
一
郎
「
文
選
の
は
な
し
」（『
神
田
喜
一
郎
全
集
』
第
三
巻
、同
朋
舎
出
版
、

一
九
八
四
年
。
初
出
一
九
六
二
年
）
三
〇
二
〜
三
〇
三
頁
、
佐
藤
道
生
「
大
江
匡

房
の
『
文
選
』
受
容
」（『
平
安
後
期
日
本
漢
文
学
の
研
究
』
笠
間
書
院
、二
〇
〇
三

年
。
初
出
一
九
九
五
年
）、
増
尾
伸
一
郎
「〈
文
選
博
士
〉
考

―
吉
備
真
備
・
安

倍
清
明
・
大
江
匡
房
を
む
す
ぶ
も
の
」（
小
峯
和
明
編
『
漢
文
文
化
圏
の
説
話
世

界
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
〇
年
）
一
六
一
〜
一
六
四
頁
。

（
29
） 

た
と
え
ば
、藤
原
頼
長
の
『
文
選
』
へ
の
傾
斜
。
柳
川
響
「
二
つ
の
遺
戒

―
「
家

訓
序
」
と
「
戒
両
男
」（『
藤
原
頼
長
「
悪
左
府
」
の
学
問
と
言
説
』
早
稲
田
大
学

出
版
部
、
二
〇
一
八
年
）。

（
30
） 
森
克
己
「
宋
代
槧
本
の
禁
輸
と
日
本
へ
の
流
伝
」（『
新
編
森
克
己
著
作
集
』
第
四

巻
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
。
初
出
一
九
六
三
年
）、
陳

「
平
清
盛
の
開
国
と

『
太
平
御
覧
』
の
渡
来

―
東
ア
ジ
ア
漢
籍
交
流
史
に
関
す
る
一
考
察
」（『
日
宋
漢
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籍
交
流
史
の
諸
相

―
文
選
と
史
記
、
そ
し
て
白
氏
文
集
』
大
樟
樹
出
版
社
合
同

会
社
、
二
〇
一
九
年
。
初
出
二
〇
一
三
年
）
な
ど
。

（
31
） 
拙
稿
「
袖
中
抄
と
大
観
本
草
」（『
和
漢
比
較
文
学
』
第
六
八
号
、
二
〇
二
二
年
）。

（
32
） 
な
お
、
山
崎
誠
「
平
基
親
撰
「
往
生
要
集
外
典
鈔
」
考
」（
前
掲
）
が
、
鳥
羽
院
の

宝
蔵
や
後
白
河
院
の
蓮
華
王
院
は
、
博
士
家
に
そ
の
蔵
書
の
利
用
を
許
し
て
い
た

と
論
ず
る
（
四
五
七
頁
）。

【
附
記
】

　

本
研
究
は
、
科
研
費
「
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
一
般
）」（
課
題
番
号
：18K

00302

）
の
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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A Reference Source for Ojoyoshugetensho

Masahiro IKEDA

Abstract

Taira no Motochika （平基親） was a scholar and government bureaucrat in the 12th century. He left an 
annotated edition of Ojoyoshu （往生要集）, which is named Ojoyoshugetensho （往生要集外典抄）. There 
are numerous Chinese notes that were quoted from Wenxuan （文選） and Xiuwendian-yulan （修文殿御
覧）. Wenxuan is a Chinese anthology comprised of two books, the original work and an explanatory book 
which was written at a later time. Xiuwendian-yulan is a Chinese encyclopedia. A profoundly educated 
literatus had to study the Wenxuan, and the Xiuwendian-yulan was a special guide for Japanese scholars 
at the time.

Keywords:   Taira no Motochika, Ojoyoshugetensho, Wenxuan, Xiuwendian-yulan, Monk-Imperial Prince 
Shukaku




